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タ
カ
ヨ
シ
工
業
所
が
作
り
出
す

小
径
・
複
雑
形
状
の
油
圧
関
連
部

品
は
、
１
台
が
数
百
万
円
か
ら
数

千
万
円
す
る
建
設
機
械
や
農
業
機

械
、
高
所
作
業
車
な
ど
に
用
い
ら

れ
る
。
個
々
の
部
品
は
大
き
く
な

い
が
、
そ
の
部
品
の
不
具
合
が
多

大
な
損
失
を
招
き
、
ま
た
時
に
は

人
命
に
か
か
わ
る
事
故
を
引
き
起

こ
す
可
能
性
が
あ
る
。

　

同
社
の
企
業
理
念
「
自
分
が
作

っ
た
品
物
が
ど
う
い
っ
た
使
わ
れ

方
を
す
る
の
か
」、「
全
体
的
な
も

の
の
見
方
が
で
き
れ
ば
不
具
合
は

な
く
な
る
」
と
い
う
言
葉
に
は
、

「
小
さ
い
部
品
が
な
け
れ
ば
大

き
い
機
械
は
動
か
な
い
。
も
の
づ

く
り
に
誇
り
と
責
任
を
持
っ
て
ほ

し
い
」
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ

て
い
る
。

　

多
く
の
中
小
企
業
に
と
っ
て
、

人
材
の
確
保
や
社
員
教
育
は
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
教
育

現
場
で
は
熟
練
技
能
者
が
有
す
る

技
を
伝
え
、
社
内
で
も
「
も
の
づ

く
り
」
に
対
す
る
社
員
教
育
を
積

極
的
に
行
う
タ
カ
ヨ
シ
工
業
所
の

取
り
組
み
は
、
今
後
の
西
条
市
の

も
の
づ
く
り
産
業
を
担
う
人
材
の

育
成
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

㈱
西
条
産

業
情
報
支
援

セ
ン
タ
ー
の

新
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
に
、

三
浦
人
志
（
み
う
ら
ひ
と
し
）
氏

が
就
任
し
ま
し
た
。

■
経
歴

　

西
条
市
出
身
。
１
９
６
０
年
生
。

　

駒
澤
大
学
経
営
学
部
を
卒
業
後
、

１
９
８
３
年
に
株
式
会
社
愛
媛
銀

行
に
入
行
し
、
主
に
東
予
一
円
の

支
店
を
歴
任
。

　

２
０
１
２
年
３
月
、
産
業
情
報

支
援
セ
ン
タ
ー
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
に
就
任
。

■
コ
メ
ン
ト　

　

西
条
市
は
四
国
有
数
の
農
業
地

帯
で
あ
り
、「
西
条
農
業
革
新
都

市
総
合
特
区
」
の
指
定
も
受
け
て

い
ま
す
。
地
の
利
を
活
か
し
た
農

商
工
連
携
や
、
市
内
に
多
く
立
地

す
る
多
様
な
も
の
づ
く
り
企
業
を

つ
な
ぎ
、
新
た
な
価
値
が
生
み
出

さ
れ
る
よ
う
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

と
し
て
の
役
割
り
を
し
っ
か
り
と

果
た
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

有
限
会
社
タ
カ
ヨ
シ
工
業
所
は
、

会
長
の
曽
我
部
誉
男
（
そ
が
べ
た

か
お
）
氏
と
ご
子
息
で
社
長
の
曽

我
部
善
生
（
そ
が
べ
よ
し
き
）
氏

が
平
成
５
年
４
月
に
創
業
し
た
。

社
名
の
「
タ
カ
ヨ
シ
」
は
、
会

長
と
社
長
の
名
前
「
タ・

カ・

男
」
と

「
ヨ・

シ・

生
」
に
由
来
し
て
い
る
。

　

建
設
機
械
や
農
業
機
械
な
ど
の

油
圧
関
連
部
品
の
製
造
・
加
工
を

得
意
と
し
、
精
密
な
加
工
が
求
め

ら
れ
る
特
殊
フ
ラ
ン
ジ
（
配
管
継

手
の
一
種
）
や
コ
ネ
ク
タ
ー
を
、

高
品
質
・
高
精
度
で
仕
上
げ
る
技

術
を
有
し
て
い
る
。
従
業
員
13
名

の
企
業
で
は
あ
る
が
、
自
社
内
に

切
削
加
工
部
門
の
他
に
溶
接
部
門

を
設
け
、
多
品
種
少
量
生
産
か
ら

大
量
生
産
ま
で
、
顧
客
の
幅
広
い

注
文
に
短
納
期
で
対
応
し
て
い
る
。

技
を
可
視
化
す
る
動
作
解
析
事
業

で
被
写
体
と
し
て
参
画
す
る
な

ど
、
次
世
代
の
も
の
づ
く
り
を
担

う
人
材
育
成
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
去
る
２
月
に
発
表
さ

れ
た
「
第
４
回
も
の
づ
く
り
日
本

大
賞
」
で
は
そ
の
功
績
が
認
め
ら

れ
、
青
少
年
支
援
部
門
で
四
国
経

済
産
業
局
長
賞
を
受
賞
し
た
（
先

月
号
の
当
コ
ー
ナ
ー
で
既
報
）。

■
社
内
請
負
制
の
導
入　

　

タ
カ
ヨ
シ
工
業
所
で
は
「
社
内

請
負
制
」
を
導
入
し
て
い
る
。
同

社
が
従
業
員
に
業
務
を
発
注
し
、

そ
れ
を
受
け
た
従
業
員
は
工
場
内

の
機
械
を
借
り
受
け
て
作
業
を
行

い
、
製
品
の
出
来
高
に
よ
っ
て
報

酬
を
受
け
取
る
と
い
う
仕
組
み
だ
。

「
こ
れ
は
社
員
教
育
の
一
環
。
作

業
報
酬
か
ら
は
機
械
や
電
気
の
使

用
料
が
差
し
引
か
れ
る
。
従
業
員

は
お
の
ず
と
、
不
良
品
を
出
さ
な

い
よ
う
効
率
性
を
意
識
す
る
よ
う

に
な
る
。
独
立
心
も
強

く
な
り
、
い
い
も
の
を

作
り
た
い
、
腕
を
上
げ

た
い
と
思
う
よ
う
に
な

る
。
そ
れ
が
い
い
も
の

づ
く
り
に
つ
な
が
る
」

と
曽
我
部
善
生
社
長
は

語
る
。

　

ま
た
、
大
手
工
作
機
械
メ
ー
カ

ー
と
専
属
契
約
を
結
び
、
工
作
機

械
の
据
え
付
け
か
ら
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
・
作
業
指
導
を
行
う
な
ど
、
も

の
づ
く
り
を
支
援
す
る
体
制
も
確

立
し
て
い
る
。　

■
熟
練
の
技
を
次
世
代
へ

　
曽
我
部
誉
男
会
長
は
御
年
86
歳
。

14
歳
か
ら
旋
盤
一
筋
72
年
、
現
役

の
技
術
者
だ
。
現
在
も
作
業
場
に

立
ち
続
け
、
熟
練
の
技
を
必
要
と

す
る
精
密
加
工
部
品
の
最
終
仕
上

げ
な
ど
を
担
当
し
て
い
る
。

　

そ
の
旋
盤
技
術
は「
匠
の
技
」と

称
さ
れ
、
東
予
高
校
や
新
居
浜
工

業
高
校
で
技
術
指
導
を
行
う
ほ
か
、

西
条
市
と
新
居
浜
工
業
高
等
専
門

学
校
が
実
施
し
た
熟
練
技
能
者
の

information vol.89

有
限
会
社 

タ
カ
ヨ
シ
工
業
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（
港
）

35

タカヨシ工
業所の社屋
（写真上）と
同社の技術
で生み出さ
れる油圧関
連部品

「
も
の
づ
く
り
大
賞
」
の

　
　
　
　

表
彰
状
を
手
に…

動
作
解
析
事
業
で
匠
の
技
を

次
世
代
に
伝
え
る
た
め
協
力

す
る
曽
我
部
誉
男
会
長

三浦人志 氏

新
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

 　

三
浦
人
志
氏
が
就
任

サ
イ
ク
ス
か
ら
の
お
知
ら
せ


